
愛 矢口県 自 然 環 境 保 全 地 域

覆

一一・一一一一一一一一一一褥

．・・・



愛 知 県 自 然 環 境 保 全 地 域 と は

私たちが、健康で文化的な生活を亨受していくためには単

に物質的な豊かさのみでなく、自然とのかかわりの中で、豊

かな精神性を養うことが必要です。自然は、牛命をはぐくむ

母体であり、単に経済活動のための資源としての役割を果た

すのなで |ま なく、それ自体が9か な人間生活に不 IJ欠 な役割

をもっています。

このため、自然環境保全施策の基本となる法制l度 として国

においては昭和47年 に自然環境保全法が、愛力1県 においては、

日H和 48年 に自然環境の保全及び緑化の推jlに 関する条例が制

定されました。

愛知県自然環境保全地 l・tは 、この条例によって指定される

もので、すぐれた天然林や貴重な動ll物 の自生地などの貴重

な自然環境を有する地域を、llu在 及び将来にわたって保全し

ようとするものです。

壱町田湿地は、知多1`武豊町北IJ部 の lll抜 30ヽ 50nlの なだ

らかな丘陵地帯にあります。

この地域の自然環境は、クロマツ、ヒサカキ等の樹木が周

りを囲み、湿地の中央には低温弱酸性の湧き水が流れる小さ

な沢があつて、その沢をはさんで二つの泥炭層のほとんどな

い砂礫の湿地があります。

湿地には、わが卜l稀産のシロバナナガバノイシモチツウ、

ヒメミミカキグサなどの食虫lH物 が生育しています。また、

東海丘1//・要素と呼ばれ、東海地方固有の種であるシラタマホ

シクサや寒冷地1■で■地には稀なイワショウブ、サワギキョ

ウ等貴重な湿地l●物群落などが見られます。

壱 町 田 湿 地 の 植 生

湿地の周囲は高木 亜高本層にクロマツ アカマツ、低木

層にヒサカキ ヤマモモ カクレミノなどからなるクロマツ

ーヒサカキ群落で取 りJま れています。

湿地は丘陵斜面からの弱酸性の湧き水が地衣面を流れるこ

とによって維持されており、中程にある湧水日から流れる小

さい水路によつて二つの湿地 (A湿地とB湿地)に分けられ

ています。ここには、わが国で極く限られた地域にのみ自生

し、今や絶減が危惧されているシロバナナガバノイシモチツ

ウ、ヒメミミカキグサ、シラタマホシクサが見られます。こ

のような稀産種が、この湿地のように良好な状態で群生して

いる所はIし に例がなく、極めて貴重な生育地です。この他に

も絶減が,亡 配ヽされているミカワシンジュガヤ、ムラサキミミ

カキグサなどが生育しています。

この湿地は湧き水で湿71・lな 環境が保たれていますが、土壊

は貧栄養状態で、多くの食虫植物が生育しています。既にあ

げた3種の他にミミカキグサ、ホザキノミミカキグサ、モウセ

ンゴケ、トウカイコモウセンゴケを加え、計7種が見られます。

壱 町 田 湿 地 の 自 然

湿地植物群落

湿地の中央部には、シロバナ十オバノイシモチツウや ミミカキグサ

なとの食虫ヤ1物 が,liし ています■¶,」 ‖
`で

L映 がわずかに ll fⅢ する

rr潤 な所には シラクマホシクサllt落 が、やや l・ 化し1ヒ 較的乾‖ した

場
"iに

は、スマカヤltF落 やヒメンロネなどを含むサワシロギク‖落が

2●Lら れます .

シロバナナガバノイシモチツウ|モ ウセンゴケlll

東海 り東 九111地 方の lllく 限

られた地域に分4iし ます.し か

し、これらの多くは、地域開発や

ハl地 の1と燥化などによりほとん

どが絶減 し 本湿地で最も貴重

なれ五物です .

ヒメミミカキグサ (タ ヌキモ科 )

‐ll帯 地方にll生 するもσ)が

東 i″ L方 にr高 離分布し、北 |■ θ)

「 Ji地 となつています.東 i″ 地

方の数か所のみで、自41の |は |:

がある珍しい食」(値物です
:

ムラサキミミカキグサ (タ ヌキモ科)

各地の湿地が開発などで姿を

消 していくことにより ′1育 地

カリtわ れ、イ色減が′し配される1直

物の一つです ,

ミズギク (キ ク科 )

温帝性の値 l17が 、このような

'1か
い低地の知多1=鳥 に生育す

るのは珍 しいことです この11

地の自然環境がこれらの値物を

はくくんできたのです



これらの植物が、植物本Hに 特色をつけ、湿地の自然環境を

より豊かなものにしています。

また、この湿地には ミズギボウシ、イカクサ、 イヌノハナ

ヒゲ、イワショウブ、 ミカワシンジュガヤ、ノグサなどの1滉

帯性のll物 とミカズキグサ、スマカヤ、 ミズギク、オォ ミズ

ゴケなどの温帯性のlF物 がltL生 しています。これは、夏■llに

冷涼な湧 き水によって温1社 系の植物の11育 環境がつ くられて

いるためと考えられています.

湿地の|]|ま にはヌマカヤ群落が発達 し、サワシロギク、ヒ

メシロネ、ホツバリンドウ、カキラン、サワヒヨドリ、ワレ

モコウ、ウメバチツウなとが見られます。春先には、ハルリ

ンドウやショウジョウバカマのイとを見ることができます。

こ

'Lら

の湿」也の南て一段 と,tい 所に池 (D湿 地)があ り、

そこには、ヒメコウホネ、コウホネ、アギナシ、 ミズギボウ

シ、カンカレイ、ヒメガマ、カマなどの水41 湿生ll物 が見

られます ,

壱 町 田 湿 地 の 動 物

カエルなどの両生類、 トンボなどの水生昆虫は、年間を通

して水がある環境が必要で、 しかも水深が20セ ンチI■ 度 くら

いまでが理想です。このような水環境は、音、米づ くりが年

中湿っている田、すなわち湿田で行われていた時代には、ご

く当たり前のことで した。

現在の米づ くりは、イネの生育期間だけ田‖に水を張るや

り方に変わつてしまったので、平野部では、特に トノサマガ

エルが絶減に追い込まれている状況にあ ります。

この湿地は、 トノサマガエル、ヒメタイコウチ、ハ ッチ ョ

ウ トンボなどが生 自する自然環境が保たれている貴重な場所

となっています。カエルがいるということは、それを捕食す

るヤマカガシ、マムシなどもいるし、さらにそれを捕食する

トビなども生害、しています。このように、動物の生活は、深

く繋っているのです。

なお、特筆すべ き事項 としては、ハ ッチ ョウ トンボは、日

本で最 も小 さい トンボといわれてお り、ヒメタイコウチは、

部の地域に産地が限られる珍 しい昆虫であ り、湿地の植物

とともに貴重な存在となっています。

また、湿地をHむ樹林内には、日本特産種であるハルゼ ミ

も生 Uしています。

イワショウフ (ユ リ科 )

サワギキョウと同じ寒冷地円:

のイ,1勿 で このような11地 の低

池1地 にJi育するのは分布 i極 め

て珍 しいことです。

シラタマホシクサ (ホ シクサ科 )

静岡県IJ部 から三千県北部に
いたる伊勢湾用,コ の■陵の汽I地

に自生する東海地方Pl有 の 年

草で球形状の真自な花が
'夫

きま

す。

ミカワシンジュガヤ (カ ヤツリグサ科)

●河の名がイ」いていますが

千葉県以 ,,に 分4iし ています.

比較的希な11物 で 全 可的に絶

減が しヽTLさ れています.

ハッチョウトンボ 雄 (ト ンボ科)

,tよ 、成熟すると社赤色とな

り、体長約1 8cmで ■界でも小

さい部類 二l‐
‐
します.J■ /t ltや

低 地の温地、休lll田 がJ:層 地
で、本州、九州地方の汽:地 の 部
で確認がされていますが、開発

などの影響を受け、J:僣 地が減
っています。

オオミズヨケ (ミ ズヨケ科 )

この地方の湿地に

'菫

常見られ

る ミズゴケです。ほ芸用に使わ

れるため 激減し 絶減危1■ llに

指定さ
'tて

います.

ヒメタイコウチ (タ イコウチ科 )

体長約2cmで 、暗iLJ色偏平な形

をしてお り、 見 して1占 れ来の

形に似た水生毘虫です.水 田や

‖I地 などが主な生息地で、愛力]

県を11■、に、静 Tl、 岐阜 二重県

なとの一部地域でのみ生■が確

認されています。

ハルゼミ (セ ミ科 )

体長は約3 5cmです。F宏地か

い低 1地 のアカマツ クロマツ

等のマツ林が主な生 0地で 本
り‖ IJに|プし川 ILフアで410が確認

されていますが、マツ枯れの進

行などにより、■咆地が減って

います。

なお、早いものは、4月 卜句頃

から、その姿を見ることができ

ます.

・~自
然をとうとび、自然を愛し、自然に親しもう。

~`~~｀
｀‐`ヽ

自然に学び、自然の調和を損なわないようにしよう。

美しい自然、大切な自然を永く子孫に伝えよう。

自然保護憲章より
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問 い 合 わ せ 先

愛知県環境部 自然環境保全室

名ぜi屋市中区二のメし3-1-2

電話 (052)961-2111(代 )

愛知県知多事務所林務課

半 Il市 lh l口「1-36

電話 (0569)21-8111(代 )

武豊町教育委員会武豊田I歴史民俗資料館

知多‖
`武

學田I字 IIノ lll120-1

電話 (0569)73-4100
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※このパンフレットの作成にあたり浜「:摯 r釜氏

(り ,t自 然環境ll今7議 会専円l委
=1,及

び :汁

り|フ:氏 (「1■ :美 会 lμ l委 員,の ご協力を受け

ました.文
'メ

共については、岡
「

|十人
`ど

11 1

‖I地価物群落詢F究 会会長)及 び安藤■氏 |11

7議会t,「1委 よい のこ脇力を受けました.

璽鐵媚

愛 知 県 壱 田]田 湿 地 自然 環 境 保 全 地 域 の 保 全 計 画
(平成11年 2月 26日指定 )

当該地域には、7種類の食虫植物やその他にも貴重な湿地植物群落

が見られるとともに、昆虫では、日本で最も小さいといわれる八ッ

チョウ トンボなどが生息 し、豊かな自然環境が残つている。

したがって、これらの貴重な自然環境を保全するため、自然環境

の保全及び緑化の推進に関する条例第20条第1項第4号の植物の自生

地、野生動物の生息地として愛知県自然環境保全地域に指定するも

のである。

1保全すべき自然環境の特質
(1)植生

この地域には、わが国稀産のシロバナナガバノイシモチソウ、

東海地方特産種のヒメミミカキグサなどの食虫植物が生育 して

いる。その他の湿地植物では、シラタマホシクサ、イワショウブ、

ミカワシンジュガヤ、ノグサ、ウメバチソウなどが生育している

ほか、韓苔類のオオミズゴケも生育している。

(2)野生動物

湿地内には、八ッチョウ トンボやヒメタイコウチなど、湿地を

囲む樹林内には、ハルゼミなどの貴重な昆虫が生息 している。

2面 積

特別地区 普通地区 合  計

(全域:野生動植物保護地区)

1 13ha 0 10ha 1 23ha

こ:蝸

L菫
臨

〇 港
道
略

Ｊ
Ｒ
東
海
武
豊
線

。。。一［］］

響̈∝囃唾４Ｚ，効

JR
武豊駅


